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• AIエージェントと物理的な実験機器を接続する「実験特化型MCP（Model Context Protocol）」を開
発し、誰もがチャットベースで指示を出すだけで、遠隔地のロボットアームや分析機器が実験を代行
する「クラウドラボ」を提供します。 

• 従来、専門的な手技や現地での操作が必要だった実験プロセスを、AIが解釈可能な共通規格
（MCP）でAPI化することで、実験の再現性担保と、場所を問わないR&D環境の民主化（Science as 
a Service）を実現します。

① ハードウェア連携の壁： メーカーごとに規格が異なる多様な理化学機器を、統一されたMCPサー
バー経由で制御するためのインターフェース開発およびレガシー機器のIoT化。 
② 安全性と物理的制約： 遠隔操作時における試薬の取り扱いや機器トラブルに対する、物理的な
フェイルセーフ機構およびAIによる異常検知システムの構築。
③ オペレーションコスト： 初期段階におけるラボ構築のCAPEX（設備投資）と、運用を回すための
OPEX（運営費）の最適化。

• 今年度は特定の定型実験に絞った小規模な自動化ラインの構築に関わる。まずは自動化ラインの
構築経験を積み重ねていきたい。

• 中長期的には、実験MCPをオープン化し、大学や企業の遊休設備をネットワーク化。「実験の
Airbnb」のようなプラットフォームへ拡張。 

• ディープテック・スタートアップや市民科学者による安価で迅速な実験需要を取り込み、R&Dの敷居
を劇的に下げるインフラを目指す。


